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1.はじめに

平成9年1月に厚生省より「ごみ処理に係るダイオキシン類発生防止等ガイドラインJ(新ガイドライ

ン)が通達され、新設炉の排ガス中のダイオキシン類排出目標値が O.lng在百Q!Nm3と定められた。この

ような低排出濃度の実現のためには、炉内燃焼状態の改勢、すなわち co濃度の低減イむと排ガス処理設
備の更なる高農佑が要求される。当社では炉内におけるごみ燃焼状態の向上を実現するために既設炉の調

査、模型実験、コンビューターシミュレーション等の手法を用いて最適な炉形状及び二次燃焼方法による

燃焼管理方法を検討し、平成9年4月より実稼働した堺焼却炉(処理最 230tl日X2炉の全連続式燃焼ス

ト…カ炉)にこれらの成果をフィードパックした。またパグフィルタの低温佑や触媒脱硝壌を設関するこ

とにより新自擦値に対応できる施設となっている。

ここでは堺焼却炉においてクリーン燃焼を実現するためのニ次空気供給方法の開発経緯と実稼働後の

ダイオキシン類測定鋸査の結果を報告する。

炉出口を乾燥機上

部から立ち上げ、
燃焼ガスの流れを

/〆曲げる

ニ次空気似

後燃焼帯

留1 堺競却炉と3炉に共通する
が形状及び二次空気の吹込み方

2.二次空気供給方法の開発経緯

2・1.既設炉における諜査

本調査では、炉形状と二次空気の設計思想は堺焼却炉とほぼ

等しいが、炉形状がわずかに異なる A、B、Cの3つの焼却炉

を実験炉に選び(図1参期)、炉出口でガス温度を、集じん器出

口で co濃度を計測した。 A焼鵡炉では図2からわかるように
ニ次空気Ql

co濃農が5ppmであるのに対し、 B焼却炉とC焼却炉では保
証性能としては十分であるが、 A焼却炉のような低co燃焼は
実現できなかった。低 co燃焼条件"3T"のlつである炉出口
調度は3ケースとも十分確保できていると考えられる。したが

って B焼却炉とC焼却炉で低co燃焼が実現できない原菌は温
度不足ではなく、混合度合いもしくは滞留時障が不十分である

と推定された。
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2-2.シミュレーションによる4食証

炉内の燃焼ガス流れを別の視点から

把握するために、ごみ表聞から出た燃

焼ガスが2秒間で流れる軌跡をシミュ

レーションした(掴3参照)0A，B，C 

焼却炉とも燃焼帯から発生した燃焼ガ

スは2次空気 Q2で乾燥帯上に曲げら

れた後、 Qlによって流れ方向を変え

られている。 B，C焼却炉ではA焼却炉

に比べて、燃焼ガスが2次空気 Qlで

押されすぎているために短い滞留時間

で炉出口部を通過していることがわか

る。以上のことから、 Qlの設定によ

り"3T"の遼成震に大きな濫が生じる

ことが明らかになった。

2-3.堺焼却炉における改善

(n)A 焼却炉 (b) IJ 焼却炉 (c) C焼却炉

図3 シミュレーションによる燃焼ガスの軌跡

徹底した低 CO燃焼が不可欠な堺焼知炉では更にガス混合が促進される位置(留4)に新規2次空気

Q3を追加し、後燃焼帯慌の炉壁沿いに流れる燃焼ガスと衝突混合させて Qlと詞様の効果を持たせた。

図5では Ql、Q2、Q3の設定条件を決定するため堺焼却炉模型を用いた可視イじ実験の結果を示す。(詳

細実験条件については米自らの報告 1沼郡参頬願う。)

燃焼帯から発生する燃焼ガスは Q3を吹き込まなければ、 Qlに方向付けられて、後燃焼帯側の炉壁沿

いに流れる(図5(a)参照)。しかし、 Q3を供給することにより、燃焼ガスは Q3と正問衝突して、いっ

そう撹持混合されることがわかった。(罰5(b)，(c)参照)。

次に Q3での供給空気量であるが、焼却炉において、各二次空気の流麗制御はニ次空気総流量を一定

にして、流量比率のみを変イじさせて行われる。そこで Qlの流量を一定にしたまま、 Q2とQ3の流量の

和を一定にしながら、 Q3の流量を増加させた。(図5(b)，(c)参照)。

その結果、 Q3の流量が多すぎると、燃焼ガスは乾燥帯fRUに押されすぎて、炉壁に沿って流れるように

なるo流量調整の結果、堺焼却炉の場合は二次空気の流量比 Ql:Q2:Q3=5:4: 1の条件で吹き込むとき

燃焼ガスの偏流が最も小さくなることがわかった。

国 4各2次エアによるガス
聞 A
Il:(; I'l 

ω切なし 拘Q3小 (c)Q3大

ただし，図中の数字は2字エアの流量比率

図5可捜{じされたガスの流れの総子
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3.堺筋却炉のダイオキシン類測定調査ま

3・1.堺焼部炉のシステムフロー

堺焼諒炉のシステムフロー及びダイオキシン類濃度の計澱位援を図6に示す。

消石灰

(活性炭) アンモニア

煙突

(1)炉出口 (2)エコノマイサ.出口 (3) ハ''J'71J~'J入口 (4) 1¥"/7イJ時出口

図6.システムフ口一及びDXNs濃度計調.1/位寵

3-2.計測方法

全ての計部期間において ICC(futelligent Combustion Control system)による自動溜転を行った。

パグフィルタ出口 CO濃度がダイオキシン類濃度に与える影響を見るために、 RUN-2において ICCのパ

グフィルタ出口 O2濃度設定舗を低く設定することにより CO濃度を上昇させた。またダイオキシン類撤

去効果に与える影響を把揮するために、パグフィルタ入口ガス温度を 1500Cと 1700Cで運転し、一部パグ

フィルタ入口部にて粉末活性炭吹き込みを行った。

ダイオキシン類澱定については平成 9年2丹に厚生省より通達された「廃棄物処理におけるダイオキ

シン類標準澱定分析マニュアル」に準拠した。以下に報告するダイオキシン類の濃度は、 O2濃度 12%換

算を行った等師毒性換算打'EQ)濃度を用いている。また、ダイオキシン類の鵠連物質であるクロロベンゼ

ン類及びクロロフエノール類についても測定を行った。

3-3.計測結果

各RUNの運転条件および測定結果を表lに吊す。

表1.各RUNの運転条件および浪1/定結果

RUN叩 1 RUN-2 只υN-3 RUN-4 RUN目 6 RUN四 6 RUN-7 

一次燃焼室温度 [Oc] 861 874 862 876 877 877 886 
炉出口温産 [Oc] 771 761 770 一 一 一 叩

ヱコノマイザ出口温度 [OC] 213 206 213 一 ー 四 四

ハγフィJ~;人民温度 [OC] 150 150 170 150 170 150 150 
粉末活性炭吹込量 [mg/Nm3] O O o 50 50 o o 
ハ-'lフィJ~;出口O2濃度 [九] 7.1 5.8 7.1 7.0 7.4 7.1 7.2 

ハ.ク-71J~;出時co濃度 [ppm] 7 66 7 3 3 4 2 

炉出時出口DXNs濃度 [ng-TEQ/Nm3] 1.9 6.7 1.6 一 一 一
エコノマイザ出口DXNs濃度 [ng-丁目INm3] 4.3 26 5.2 一 一 一
ハ-'1ヲィJ~;人口DXNs濃度 [ng-TEQ/Nm3] 4.0 11 1.9 1.4 1.6 7.9 5.0 

ハγフィj持出口DXNs濃度 [ng-TEQ/Nm 3] 0.12 0.014 0.037 0.0061 0.026 0.0067 0.0017 

3・3・1.炉出口とエコノマイザ出日のダイオキシン類濃度

図7にCO濃度と、炉出口および、コニコノマイザ出口のダイオキシン類濃度の関係を吊す。これより、 CO

濃度が高くなると、炉出口及びエコノマイザ出口のダイオキシン類濃度も高くなることが分かる。また炉

出口からエコノマイザ出口にかけて、夕、イオキシン類濃度は 2.3倍"'3.9倍に増加した。図8にエコノマ

イザ出口におけるダイオキシン類の同族体分布の比較を示す。これを見ると CO濃度等に関係なく問様

の分布を示していることから、同じ生成機構によるダイオキシン類の再合成が行われていると考えられる。

以上のことから、プラント系内で再合成されるダイオキシン類量を低減するためには、炉出口部のダ

イオキシン類の低減、すなわち炉内における燃焼管理を徹践することが重要である。
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図8.ロノマイザ出口におけるDXNs同族体分布比較

3-3-2.パグフィルタ出口のダイオキシン類濃度

パグフィルタ出臼におけるダイオキシン類濃度は RUN-lのみ 0.12ng-TEQ別m3となったが、その地

は0.04ng-τ百QINm3以下の舗を示し、後述するパグフィルタ入口温度や粉末活性炭吹き込みの有無に関

わらず、ほぼ0.1ng-'I官QINm3にすることができた。

与3-3.パグフィルタにおけるダイオキシン類除去効率

パグフィルタにおけるダイオキシン類除去効率は 97.0%"-'99.97%と高い除去効率を示した。バグフ

ィルタ入口調度とダイオキシン類験去効率の関部を翻9に京す。 1500Cにおいては、 RUN-lのみ 97.0%

と低いもののその地の4RUNは 99.5%以上の除去効率であるのに対し、 1700Cの時は 98%程度になっ

ていることから、運転温度を高くすることでダイオキシン類除去効率が態イちする傾向が見られた。

また、活性炭については吹き込み無しの場合でも 99.97%を示すなど全体的に除去効率が高いため、

結果的には吹き込みの有無によるダイオキシン類除去効率の差は見られなかった。

3-3-4.ダイオキシン類関連物質

本計測ではダイオキシン類の代替指標としての挙動を指揮するために、パグフィルタ入口および出口

において、塩素数が2儲"-'6価のクロロベンゼン類と塩素数が2価"'5儲のクロロブヱノール類につい

て測定を行った。関 10にダイオキシン類濃度との紹腐を示す。クロロベンゼン類については、パグフィ

ルタ入口および出口のいずれについても相関が見られなかった。しかし、クロロフェノール類について

は入自およひ、出口とも正の紹興がみられた。特にパグフィルタ出口については相関係数が 0.98となり、

最も高い相関を示した。

題7.ハγフィル9出口00濃度とDXNs濃度の関係
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4.まとめ

(1)新規2次空気Q3を追加することにより燃焼ガスと 2次空気の混合を大きく改善することができた。

(2)堺焼却炉の場合、 2次空気の流最比率を 5:4:1で吹き込むとき燃焼ガスの舗流が最も少なくなる。実

炉における測定結果でも炉出口部でco濃度が数ppmのオーダーとなった。
(3) 2次燃焼状態が悪イむし co濃度が高くなると炉出口およびエコノマイザ出口のダイオキシン類濃度も
高くなった。

(4)炉出口からヱコノマイザにかけて、ダイオキシン類濃度が2.3傍"，3.9倍に増加した。

(5)パグフィルタ出口のダイオキシン類濃度は、ひとつのRUNのみ0.12ng司官QINm3となったが、その

他は0.0佃g・官官QINm3以下となり、新ガイドラインの医標値である 0.1ng-'I宮QINm3を下屈った。

(6)ダイオキシン類関連物質の中で、クロロフェノール類が比較的高い棺闘を示した。
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